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Abstract

There is a tendency for attention to be paid only to acquisition of ‘knowledge of method’, in time of

hour for integrated studies. However, if lessons are advanced at all in problem-solving, we have to think in

the combination of the contents of finding, and the method of finding. That is because problem-solving is

surely dealt with about a specific problem.

In this paper, the lesson plan of the hour for integrated studies for the social environmental under-

standing which used the abandoned wheelchairs was created, after developing the framework of the suit-

able contents of problem-finding.

Key words

hour for integrated studies, problem-finding, problem-finding faculty, abandoned wheelchair.

�．問 題 の 所 在

平成１０年版学習指導要領�から導入された総合的な学習の時間では，既存の教科学習と違い，

目標は存在せず，ねらいが設定されている。ねらいは，各教科で設定されている達成目標的な内

容ではなく，学習する姿勢を身につけていくという方向目標的な内容となっている。またそれに

加え，配慮事項として「自然体験やボランティア活動などの社会体験，観察・実験，見学や調査，

発表や討論，ものづくりや生産活動など体験的な学習，問題解決的な学習を積極的に取り入れる

こと」をあげている点からも，教育現場の意識としては「総合的な学習ではもっぱら方法知を習

得させるのである」という捉え方が強くなっている。実際，総合的な学習の実践事例は，２００２年

の導入以前から多く発表されているが，その多くは方法知の習得を中心としたものであり，中に

は方法知のみを習得する目的の，いわゆる「流れ」のない授業もみられた。しかし，個々の授業

が問題解決的に行われるのであれば，当然特定の内容について取り扱いながら進められることと

なり，学習指導要領に内容が設定されていない総合的な学習の時間であっても，内容知を習得せ

ずに学習が完結することなどあり得ない。方法知の習得に重きが置かれることは総合的な学習の

時間の性格上仕方がないが，内容知も授業者側で事前に整理されている必要がある。
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「学校は，生徒が一人で学習するところではない。生徒集団だけで学ぶところでもない。教師

が教えるところである。教師の指導の下に，生徒たちが学習するところである。（中略）しかし，

教師が教えるのでなければ学校ではない。この前提を揺るがせにすると，授業論はがたがたにな

る」�という指摘もあるように，総合的な学習といえども，授業者が授業の方略をもって臨まなけ

ればならないことはいうまでもない�。そしてその方略とは，例えば問題解決的に学習を進める

場合，学習者にどのような内容の問いをどのような方法で発見させ，解決させるように追い込ん

でいくのかということなのである。授業者が，授業の内容を適切に構成するからこそ，学習者は

連続して問いを発することができるわけであり，授業者がどのように問いを発見させるように授

業を構成するかが，総合的な学習のねらいを達成する鍵となるのである。つまり，授業者は教科

学習と同じく「自ら発見させるための準備（課題とすべき内容知：発見内容）」と「どのように

その発見へと導くか（適切な方法知：発見方法）」という２つの課題を追うことによって，総合

的な学習の授業づくりを行わなければならないのである。

そこで本稿では，総合的な学習のねらい�の，「自ら課題を発見し」という点に着目し，授業
者がどのような内容の問いを学習者に発見させ，また，どのような方法で発見させるのが適切な

のかについて考察し，さらにその成果を組み込んだ学習計画案のモデルを作成することを目的と

する。

�．問題発見と問題発見能力

学習者はどのようなときに問題を発見するのだろうか。例えば，社会科教育における問題発見・

問題把握とは，単元を貫く課題を「問い」の形で学習者が自ら発見・把握することである。また，

一般に経営学等においては，「問題解決は，目標の設定現状と目標（あるべき姿）との間の差異

（ギャップ）の発見，それら特定の差異を減少させるのに適当な，記憶の中にある，もしくは探

索による，ある道具または過程の適用という形で進行する」�とされている。つまり，問題発見と

は，「あるべき姿」と「現状」との「ギャップ」の構造を把握することから始まるのである��（第

１図）。言い換えれば，認知的不協和状態を生じさせることが問題発見につながるわけである。

授業レベルでは，授業者が与えた情報と，その情報が与えられるまでに何らかの形で学習者がもっ

ていた知識との比較によって，この認

知的不協和状態が発生し，それによっ

て問題が発見されることとなる。つま

り，授業における問題発見とは，授業

者が学習者に問題を発見せざるを得な

い状況に追い込むことによって成立す

るのである。

授業者は，多様な情報を学習者に与

え，その情報を比較することなどに

よって整理させ，情報間の差異，また

は既有知識との間の差異を認識させて

問題を発見させている。授業において

は，授業者の与えた情報を分析的に操

目 標

問題発見
ギ
ャ
ッ
プ

問 題 ＝ 認 識

問題把握

現 実

第１図 問題の認識構造（佐藤（１９８４）を一部改変）

２２ � 水 裕 也



作することによって問題発見がなされるのである。問題発見能力は，発見すべき適切な内容が授

業者によって整理されており，その適切な内容の問題を学習者が連続して発見するように追い込

むことを通して身についていくものだと考えられ，そのような場面が授業の中に意図的に組み込

まれることによって獲得される力であると考えられる（第２図）。

ところが，これまでの授業実践記録では，総合的な学習に限らず，問題発見内容と問題発見方

法の組み合わせを論じたものはほとんどみられない。前述の通り，ある一定の学習内容を想定し

たとき，問題発見の方法と内容を組み合わせなければ，適切な学習内容の認識を図ることはでき

ない。教科学習では勿論のこと，学習内容に縛りがない総合的な学習でも，当然何らかの内容を

問題解決的に取り扱うのであるから，教える側の授業者は，学習内容についての知識をある程度

体系的に身につけていなければならないことになる。つまり，問題発見の内容を整理することな

しに問題発見の方法のみを議論することには意味がないのである。

�．車いすを用いた総合的な学習における問題発見内容

学習者の問題発見能力を育成するためには，学習指導要領で内容を規定していない総合的な学

習の時間であっても，問題発見内容を整理した上で，意図的に問題発見場面を組み込んだ授業づ

くりを行う必要がある。そこで車いすを用いた総合的な学習の時間の問題発見内容を整理・構造

化するために，先行実践報告を分析し，授業の内容的枠組みを抽出していくこととする。

対象とした実践は，小学校・中学校段階のもので，実践報告が書物の形式または web pageの

形式で発表されているもののうち，単元レベルで実践の流れがわかるものとした（第１表）。

１４の先行実践から，授業者の「問い」と学習者の「体験」に着目して，それぞれのめざす内容

を抽出し，車いすを用いた授業において習得すべき知識の構造を整理することとした。そこから

以下のような特徴を抽出した。

学習内容に関する知識構造

概念的知識 ↑中核的追究課題

説明的知識

分析的知識 ↓副次的追究課題

記述的知識

規範的知識

問題発見内容 問題発見方法

新知識

（学校知）

組み合わせ
新知識

（学校知）

既有知識

（生活知）

既有知識

（学校知）

：比較により目標と現実のギャップを認識させる。

第２図 問題発見内容と問題発見方法の組み合わせ
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全体的な特徴としては，総合的な学習のねらい通り体験的活動を多く取り入れ，体験により障

害者や高齢者の気持ちを共感的に理解することをねらったものが多いことがあげられる。具体的

には，車いすの乗車・走行体験や介助体験を通して障害者や高齢者についての理解を図るもので

ある。特に小学校段階の場合，これらの内容を，車いすを操作する実体験を通じて認識させるこ

とは，車いすを通して障害者・高齢者への関心を高め，共生社会への足がかりをつくろうとする

点においても非常に重要である。小学校高学年から中学校段階の場合，車いす走行・介助体験だ

けではなく，福祉マップづくりの段階を取り入れる実践もみられ，社会環境のバリアフリー化を

教 科 報告者 報告年 ねらい 活動内容

中技術 上田 学� １９９３ 都市・生活環境の改善 構造理解，分解修理，操作法理解，車

いす体験

中技術 上田 学� １９９４ テクノロジーアセスメント，

環境アセスメント能力の育成

構造理解，分解修理，操作法理解，車

いす体験，修理車いすの贈呈

中技術 上田 学� １９９５ テクノロジーアセスメント，

環境アセスメント能力の育成

構造理解，分解修理，操作法理解，車

いす体験，修理車いすの贈呈，シェル

システムとビデオカメラによる体験授

業の記録

中技術 上田 学� １９９８ テクノロジーアセスメント，

環境アセスメント能力の育成

構造理解，分解修理，操作法理解，車

いす体験，パソコンによる車いす体験

走行のまとめ，障害者アクセスマップ

の作成

中技術 上田 学� ２０００ バリアフリー社会の構築 構造理解，分解修理，操作法理解，車

いす体験，パソコンによる車いす体験

走行のまとめ，障害者アクセスマップ

の作成，車いす輸送費の捻出

中技術 上田 学� ２０００ バリアフリー社会の構築 車いすバリアフリーウォッチング，障

害者アクセスマップデータ収集調査，

ホームページ作成

小総合 石井勝也� 不明 バリアフリーの街づくり提案 車いす体験，聞き取り調査，わがまち

のバリアフリー化提案

小総合 高山佳己� 不明 思いやりのある子ども育成 体育館での車いす体験，介助体験

小総合 中村博之	 不明 バリアフリーに気づく 操作法理解，介助法理解，車いす体験

小総合 鈴木康一
 不明 やさしさとは何かに気づく 車いす体験，聞き取り調査

小総合 貝沼浩晃� 不明 社会環境のバリアフリーを見

直す

車いす体験，福祉マップ作成，市長さ

んへの手紙

小総合 佐々木誠� １９９９ 思いやりの心をもち，たくま

しく実践する子どもの育成

車いす体験，介助体験

中総合 日立市立坂

本中学校


２０００ 福祉体験活動から追究課題の

設定

車いす体験，車いすについての追究課

題を設定したグループあり

中総合 井上好文� ２００４ 地域の福祉環境にも関心を持

たせる

車いす体験，介助体験，車いすマップ

づくり

〈第１表 車いすを用いた授業の実践報告例〉

（筆者作成：小学校・中学校における代表的な実践をあげた。）
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めざすことをねらいとする段階へと発展している。

その中で中学校技術・家庭科の上田の一連の実践�は，車いすを用いて行われた実践としては

内容的・方法的にかなり優れたものであると考えられる。廃棄された車いすを用いて，それを技

術・家庭科のものづくりの観点から徹底的に修理して海外に発送するという体験は，海外の障害

者と日本の障害者の生活環境格差や，日本と発展途上国の経済格差，文化の違いを感じさせ，同

時に日本の若者と外国とを一つにつなぐ内容となっている。また，障害者アクセスマップは，わ

が国の社会環境をユニバーサルデザインや心のバリアフリーという観点で捉えさせる体験的活動

となっており，ホームページで公開することにより社会からの評価を受けることができるという

点からも学習者の効力感は高いと考えられる。ただし，上田の実践は，技術・家庭科という教科

学習の範疇で行われているため逆に教科の枠に縛られ，車いすを通した総合的な学習の可能性を

狭めている。それゆえ社会環境を中心テーマとして設定しているのだが，学習内容を総合的に構

造化しようとする視点に欠けるものとなっている。

そこで，上田の実践で学習者が追い求めた課題に新たな視点を付加して，車いすを用いた総合

的な学習の時間における問題発見内容を次のように構成した�（第２表）。

〈第２表 車いすを用いた総合的な学習の問題発見内容〉

学 習 内 容 学習方法 体 験 的 活 動 視 点

・車いすの構造 情報収集 車いすスケッチ，分解・修理 福祉・健康

・障害者・高齢者 情報収集 走行体験・介助体験，処方箋 福祉・健康

・社会（都市・生活）環境 問題解決 走行体験，バリアフリーマップづくり 環境，地域社会

・廃棄車いす 問題解決 廃棄車いすの収集 国際理解

廃棄車いすの修理 テクノロジー

修理した車いすの海外発送 国際理解・南北問題

発送資金収集 福祉・健康

問題解決 病院・施設での車いす出張修理 地域社会

（筆者作成）

�．車いすを用いた総合的な学習における内容知の構造図

先行実践の分析から，学習内容として設定されていることがらと，それを学習内容と設定する

際の視点とを整理した。

そこから学習内容と視点を総合し，車いすを扱う授業における追究概念を構造化して整理し，

中核的追究概念と副次的追究概念を設定することとする。学習者は，中核的追究概念を追究する

ことによって，同時に副次的追究概念を追うことになる。そして当然ぞれぞれの概念を追究する

際には，科学の成果を手がかりとすることになる（第３図）。

中核的追究概念 副次的追究概念 副次的追究概念追究時に用いる科学の成果

社会環境 →
�
�
�
�

障害者・高齢者 医学，看護学，機械工学，人間工学，社会学…

地域社会 経済学，地理学，都市工学，倫理学，社会学…

国際社会 政治学，宗教学，経済学，倫理学，社会学…

第３図 車いすを用いた総合的な学習の問題発見のための追究概念の構造（筆者作成）
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ここでは中核的追究概念として「社会環境」を設定した。現実の社会環境が，本来理想とする

ものとどの程度のギャップをもつのかという認識から始まることにより，最終的にはそれを理想

に近づけるための問題解決策を考え行動するところまでを視野に入れている。

さらに，構造化した学習内容を構成するおもな「問い」の構造を整理した（第４図）。また，

先行実践の分析から，実践報告の中で欠落していると考えられる要素である「地域の課題」とし

ての健常者と障害者の共生を，健常者による共感的理解から導き出すアプローチとして，地域の

病院や施設への車いす修理技術の提供という形で組み込んだ。

中核的追究概念 上位の説明的知識に対応する問い

社会環境 ・なぜ誰もが生活しやすい社会になっていないのだろうか。

↑

副次的追究概念 下位の説明的知識に対応する問いの例 分析的知識・記述的知識に対応する問いの例

障害者・高齢者 ・なぜ車いすはすべて大きさや形が違

うのか。

・障害をもった人はどのくらいいるのか。

・障害をもつ原因はどんなことがあるのか。

・どのような内容の障害があるのか。

・車いすはどこで売っているのか。

・車いすの価格はどのくらいか。

・車いすどの程度長持ちするのか。

地域社会 ・なぜ介助方法を知らなければならな

いのか。

・なぜバリアフリーマップが必要なの

か。

・なぜ病院の車いすの整備が進まない

のか。

・段差を越える方法は。

・坂道を進む方法は。

・階段を昇り降りする方法は。

・マップをつくるためには，どのようなデー

タをそろえなければならないのか。

・車いすで介助なしにできる電車の駅や施設

はどこなのか。何％くらいなのか。

・バリアフリー型のトイレはどこにあるの

か。バリアフリートイレにはどのような工

夫がなされているのか。

・バリアフリー住宅は何％くらい普及してい

るのか。

・どういう公開方法が最も効果的なのか。

・病院の車いすは誰が整備しているのか。充

分できているのか。

国際社会 ・なぜ車いすで外出ができないのか。

・なぜ車いすで外出しようとしないの

か。

・車いすが不足してる国・地域はどこなの

か。

第４図 車いすを用いて行う総合的な学習の問いの構造（筆者作成）

�．問題発見過程を重視した授業づくりへ

以上のことがらを踏まえ，車いすを用いた総合的な学習の具体的な授業づくりに入ることとす

る。
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１．ねらい

ねらい 廃棄車いすを通して，中核的追究概念と位置づけた社会環境（生活環境）の一側面であ

るバリアフリー社会について理解し，様々なアプローチによってバリアフリー社会を構築する

ことの大切さを理解する。

各段階のねらい

第１次 問題発見１・車いすを題材として，国際間の様々な格差を知る。

・車いすを題材として，障害がそれぞれに違うこと，そして，それぞれ

の障害に合わせて車いすがつくられていることを知る。

・障害者の理解を通して，廃棄車いすの存在を知る。

・廃棄車いすの存在から新たな国際的な地域格差についての問題を発見

する。

第２次 問題発見２・車いす介助・バリアフリーマップの有用性と必要性を知る。

第３次 問題発見３・バリアフリー環境に関する今までのイメージとの比較をしながらバリ

アフリーウォッチング（社会環境予備調査）を行う。

・バリアフリーウォッチング（社会環境予備調査）とこれまでの副次的

追究概念から，中核的追究概念についての問題を発見する。

第４次 問題解決 ・廃棄車いすを修理して，海外に送付する。

・地域の社会環境のバリアを取り去るために，再度バリアフリーウォッ

チング（社会環境本調査）をして，結果を公開する。

・地域社会に修理技術を還元する。病院等への車いす出張修理を行う。

第５次 総括 ・獲得した説明的知識について整理する。

・説明的知識の獲得，自己効力感について自己評価を行う。

２．授業計画案（全３５時間）

段 階 問題発見内容

●：中核的 ○：副次的

★：解決の方向性

問題発見方法 説明的知識 体験的活動

第１次

（２時間）

○なぜみんなに車いすが

行きわたらないのか。

○なぜ車いすで外出した

がらないのか。

・世界各国地域で

用いられている

車いすやその代

用品の比較。（学

校知－学校知）

・ビデオ教材（生

活知－学校知）

・戦争・内戦や経済

的な問題などに

よって，車いすを

持つことができな

い人たちが多くい

る。

・文化や宗教の影響

もあり，障害を

持っていることが

恥ずかしいので外

出したがらない人

がいる。

・キャスターつきベ

ニヤ板乗車（車い

す代用品）
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○なぜ車いすはすべて大

きさや形が違うのか。

・様々な車いすの

比較。（生活知

－学校知）

・人それぞれ障害が

違うため，車いす

は一人一人に対し

てオーダーメイド

でつくられている

ことが多い。

・車いすスケッチ

○なぜ日本には廃棄車い

すがたくさんあるの

に，外国では車いすが

不足しているのか。

・車いす代用品の

写真と，捨てら

れた車いすの写

真の比較。（学

校知－学校知）

・地域間の経済格差

によって，世界中

がバリアフリーに

なるのには困難が

伴う。

第２次

（３時間）

○なぜ介助の方法を知る

必要があるのか。

・実際の車いすの

基本的介助方法

の体験。（生活

知－学校知）

・現実に様々なバリ

アが存在し，車い

す利用者が一人で

どこにでもいける

わけではない。

・車いす介助体験�

第３次

（５時間）

・車いす乗車，バリ

アフリーウォッチ

ング

・バリアフリーウォッ

チング報告プレゼン

●なぜ誰もが生活しやす

い社会になっていない

のだろうか。

・社会環境調査と

今まで自分が

持っていた意識

との比較。（生

活知－学校知）

・政治的・経済的・

社会的諸要因に

よって，誰もが生

活しやすい社会に

なっているとはい

い難い。

第４次

（２４時間）

問

題

解

決

過

程

・理想と現実を比較して，現実を理想に近づける方法を考え，

実施の計画を立てよう。

①外国での車いす利用状況（→廃棄車いすの利用）

②地域社会での車いす利用環境（→バリアフリーマップの作成）

★廃棄された車いすをできるだけきちんと再生して，困ってい

る外国の人たちに贈ろう。

・廃棄車いす収集

・車いす修理�

・発送費用捻出

・発送ルートの確保

★地域を調査して，バリアフリー度を確かめよう。バリアフリー

社会をつくるためにインターネットでデータを公開しよう。

・バリアフリーマップ

作成のための調査

・インターネットで

の情報公開�

・学校外からの評価
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・自分たちが身につけた車いす修理技術を使い，何か新しい問

題の解決ができないか。

○病院や老人施設での車いす修理は，行き届いているのだろう

か。（学校知－生活知）

③病院・老人施設等での車いす整備状況（→出張修理）

★バリアフリー社会をつくるために，車いす修理技術を提供し

よう。

・連続した plan-do-

seeサイクル

・病院や老人施設等

での車いす出張修

理

第５次

（１時間）

総

括

・これまでに習得した説明的知識を整理する。

�．結

本研究は，総合的な学習が方法知の習得に偏りすぎ，問題発見の内容を適切に構成していない

ことにより，単なる体験に終わってしまうのではないかという問題意識から出発している。学習

指導要領では内容が定められていない総合的な学習であるとはいえ，授業レベルでは当然何らか

の内容を通して様々なレベルの方法知を習得していくわけである。それゆえ授業者は適切な内容

構成を図るために，科学の成果を背景とした問題発見内容の構造化を予め行っておく必要がある

という考えに基づいている。

以上の考えから，車いすを用いた先行実践を分析し，車いすを題材として用い，よりよい社会

環境の構築をめざす総合的な学習の時間の問題発見内容を方法を構造化し，提示した。

本研究の成果は以下の通りである。

① 内容的側面については，すべての内容を一律に扱うのではなく，中核的追究概念と副次的追

究概念に構造化すべきであるという結論に至った。

② 社会環境の理解を中核的追究概念に設定し，車いすを利用した総合的な学習の内容の構造化

を図った。開発した学習計画の場合，社会環境という中核的追究概念を追いかけると，必然的

に副次的追究概念をも追いかける構造となっている。

③ 構造化した内容について，問題発見の方法を組み合わせた学習指導案を開発した。問題発見

の順序については，必ずしも中核的追究概念に関する問題を最初に発見させるわけではない。

しかし，全体として中核的追究概念を頂点とした問題の構造を授業者が常に意識しながら，授

業を構成していくことによって，それぞれの体験的な活動のもつ意味が，学習者に理解されな

がら授業が進む学習計画となっている。
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